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チェック

【学生に対する評価】

　授業への参加度　　50％
　活動内容　　　　　　 30％
　研究発表　　　　　　 20％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・保育に関する科目縦断的な学習能力を習得する。
　・保育に関する現代的課題についての現状分析、考察、検討を行う。
　・問題解決のための対応、判断方法等について学びを深める。
　・保育者に必要な知識・技能について考え、自らの学びを振り返り、向上を図る。
　

　

【授業の概要】
　この授業では、保育現場だけでなく、保育を取り巻く現代的な課題について考え、実践的
に検討を行います。具体的には、1・２年生合同グループ制の少人数授業・討論などを行い、
市内の子ども館など児童福祉施設の見学などを通じて子どもや保護者の援助技術・方法等
について実践的に学びます。
　

授業の進め方、評価方法、オリエンテーションガイダンス1

　内　容テーマ回数

保育所・幼稚園・こども園・小学校と児童福祉施設（こども館）との
連携について考える

　　　平成３０年度　授　業　計　画　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 保育学科　No.32-4

□　一般教育
■　専門科目
□　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

 １年次■前期　２年次□前期
 　　　　□後期　　　　　□後期

総合演習
施行規則に定める

科目区分又は事項等

必修　1
選択　１

担当形態

クラス分け・
複数

科目（区分） 教科に関する科目
教員の免許取得のための

選択科目

保育士の資格取得のための
必修科目

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

Subject :   Childcare practice Ⅰ

授業科目名 担当教員名

保育実践演習Ⅰ
濱田　英司
山脇　寛子

15 まとめ
自己の資質能力を振り返り、今後の課題を確認する（ポスター発
表用の用紙記入）

【準備学習（予習・復習）】
（予習）日頃の生活や実習等で、相手に伝える方法・技術を常に探しましょう。また、地元の行事や施設の把握に努めましょう。
（復習）研究内容を深め、実践力を高めるため、その時間の学習内容をまとめ、ファイルに整理しましょう。

【指定教科書】
　なし
　

【参考書等】
寺田恭子ほか編「保育・教職実践演習:わたしを見つめ、
求められる保育者になるために」（ミネルヴァ書房）、
下関市「For Kids　プラン2015　下関市子ども・子育て支
援事業計画」（下関市）

14 子どもと保護者の援助について ③
双方の援助に必要な方法・技術をふまえ、自己の資質能力の確
認を行う

11 世代間交流について ② 保育士に求められる社会性について考える

12 子どもと保護者の援助について ① 双方を援助するための方法について考える

13 子どもと保護者の援助について ② 双方を援助するための技術について考える

9 子ども理解について
「初対面」「人見知り」などのキーワードをもとに「子ども理解」につ
いて理解を深める

10 世代間交流について ① 世代間交流と保育士に求められる資質について考える

7 見学後の振り返り ②
見学後の振り返りを通じて考え、グループ討論や、ポスター発表
を行う

8 地域連携について（まとめ）
施設見学を通じて得た成果を振り返り、自己の資質と役割を考え
る

5 施設見学

6 見学後の振り返り ①

市内の児童福祉施設を見学し、保育者に何ができるのか実践的
に考える
市内の児童福祉施設を見学後、ワークシート記入やディスカッ
ションを通じて学びを深める

2 下関市における児童福祉施設について 地域の児童福祉施設の現状について学ぶ

3 施設間の連携について

4 施設間連携と保育者の役割について 保育者と児童福祉施設の連携について考える
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　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 　　　　保育学科　No.33

授業科目名 担当教員名 担当形態 単位数 開　講　時　期 □　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
■　資格科目

教職入門
（保育者論）

戸田　宏純 単独
 必修
 選択　2

１年次■前期　２年次□前期
　　　　□後期　　　　　□後期

教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

【授業の概要】
　この授業では、保育者として求められる資質や法的立場からの要件を学び、保育者として
の心構えを身に付けます。さらに資格取得方法、子どもの自由と権利の保障、多様化する保
育ニーズ等について学びます。毎時間、レジュメと資料を配布して授業を進めていきますの
で、ファイルに綴じて学習の成果を残し、定期試験に備えてください。
　

【学生に対する評価】

　定期試験　　　　　　70％
　レポート　　　　　　  10％
　授業への参加度　 10％
　ファイル整理　　　　10％

【授業のテーマ及び到達目標】
　教職の意義や教員の役割・職務内容について理解する。
　・公教育の目的とその担い手である教員の存在意義や教職の職業的特徴を理解する。
　・教職観の変遷を踏まえ、教員に求められる役割や基礎的な資質能力を理解する。
　・教員の職務の全体像や教員研修の意義、学び続けることの必要性を理解する。
　・教員に課せられる服務上・身分上の義務や身分保障について理解する。
　・教職員や多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、チームとして組織的に諸課
題に対応することの重要性を理解する。

施行規則に定める
科目区分又は事項等

教職の意義等に関する科目
保育士の資格取得のための

必修科目

科目（区分）

【授業計画】
回数 テーマ 　内　容

1 「教職入門」を学ぶ意義
年間授業計画、到達目標、評価方法、受講の心得、
教育の営み「教師三諦」について

2 教育（保育）するということ
保育者としての視点、
「教育要領」「保育指針」の変遷と「教育・保育要領」の成立

3 子どもを健やかに育てるために 子どもを育てる時のポイント、保育者としての努力事項

4 学校制度と教育内容の変遷
第一次教育改革から第三次教育改革までの学校制度・教育内
容の変遷

5 子どもの自由と権利の保障
日本国憲法の三大原則、児童権利宣言、児童の権利に関する
条約、保育制度のおこり

6 公務員としての要件
地公法による身分上の服務等（国公立、私立に関わらず保育者
全般にあてはまることとして）

7 保育者としての要件
幼稚園教諭の研修の機会、児童福祉施設職員としての保育士
の要件

8 幼稚園教諭の資格と法
教育基本法、学校教育法に位置付けられた幼稚園、
幼稚園教諭の免許

9 保育士の資格と法
児童福祉法に位置付けられた保育士、
幼稚園と保育所との比較

10 保育者になるための教育課程
本学の教育課程を「学生便覧」をもとに確認、
「履修規定」「履修科目表【別表１】【別表３】」

11 幼稚園教諭二種免許・保育士の資格取得方法 レジュメの穴埋め完成により、履修方法の理解度を確認

12 保育者になるための学習
保育者としての資質向上、自己を磨くための心構え・適正につい
ての考察

13 多様化する保育ニーズ ① 少子化対策、子ども・子育て支援新制度の実際

14 多様化する保育ニーズ ② 「認定こども園」について

【準備学習（予習・復習）】
（予習）明治から昭和にかけての日本史や日本国憲法の概要を予習して授業に臨みましょう。
（復習）講義内容を加筆したレジュメをもとに、本時のねらいが達成できているか、その日のうちに復習しましょう。

【指定教科書】
　なし

【参考書等】
文部科学省・厚生労働省・内閣府「幼稚園教育要領、保育所保
育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（チャイルド
本社）、「保育小六法」

Subject :   Generals of The Teaching Profession

15 保育者として成長していくために
専門職としての責務の自覚（全国保育士会倫理綱領）、
「私の保育写像～こんな先生になりたい～」（レポート）

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）
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　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　  保育学科　No.34

授業科目名 担当教員名 担当形態 単位数 開　講　時　期 □　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
■　資格科目

教育原理 戸田　宏純 単独
必修　2
選択　１

１年次■前期　２年次□前期
　　　　□後期　　　　　□後期

教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

【授業の概要】
　この授業では「教育」についてその本質を理解し、日本だけでなく諸外国の教育について
も学んでいきます。さらに教育制度と教育行政の基礎も学びます。毎時間、レジュメと資料を
配布して授業を進めていきますので、ファイルに綴じて学習の成果を残し、定期試験に備え
てください。
　

【学生に対する評価】

　定期試験　　　　　　70％
　レポート　　　　　　  10％
　授業への参加度　 10％
　ファイル整理　　　　10％

【授業のテーマ及び到達目標】
　・教育学の諸概念や教育の本質・目標、子ども・教員・家庭・学校など教育を成り立たせる
要素とそれらの相互関係を理解する。
　・家族と社会による教育の歴史や近代教育制度の成立と展開、現代社会における教育課
題を歴史的な視点から理解する。
　・家庭や子どもに関わる教育の思想、学校や学習に関わる教育の思想や代表的な教育家
の思想を理解する。

施行規則に定める
科目区分又は事項等

教職の基礎理論に関する科目
保育士の資格取得のための

必修科目

科目（区分）

【授業計画】
回数 テーマ 　内　容

1 「教育原理」を学ぶ意義
受講の心得、授業計画、評価方法、
教育理念「温雅・礼節」と「教育原理」の学習

2 教育の意義と目的
環境と教育。「人間が人間になる」ということ、
意図的教育と無意図的教育

3 子ども観 ① 先達の教育思想に学ぶ（コメニウス、ルソー、ペスタロッチ）

4 子ども観 ② 先達の教育思想に学ぶ（フレーベル、モンテッソーリ、倉橋惣藏）

5 西洋の教育思想
古代ギリシア、ヨーロッパにおける教育思想の開化、公教育の発
達

6 日本の教育の歩み
開国・維新と近代化、近代公教育の建設、国民教育の確立と整
備、大正デモクラシー、軍国主義体制の強化

7 日本の学校教育制度
戦後の日本教育のスタート、
現代の日本の学校制度「法律に定める学校」

8 諸外国の学校教育制度 ① イギリス、フランスの教育制度の特徴

9 諸外国の学校教育制度 ② ドイツ、アメリカの教育制度の特徴

10 教育法規、教育行政の基礎
日本の法体系、教育法規にみる現在の教育、
教育制度と教育行政

11 教育方法の類型
教育方法の歴史、
教育方法の類型（組織面、活動面、学習内容面から）

12 教育実践と評価
授業の構成要素と指導原則、授業構想の過程、
教育評価の意義、指導と評価の一体化

13 学習指導要領、教育課程
教育課程とは何か、教育課程編成の基本原理、
幼稚園教育要領、小・中学校の学習指導要領の改訂

14 地域の中での家庭・幼・保・学校の連携
家庭と幼・保・学校の連携、子育て支援体制、
地域ぐるみで子どもを育む仕組みづくり（山口県の取組）

【準備学習（予習・復習）】
（予習）明治維新から現在までの日本史を予習し、日本がどんな社会情勢であったかを理解しておきましょう。
（復習）講義内容を加筆したレジュメをもとに、本時のねらいが達成できているか、その日のうちに復習しましょう。疑問点があれば早め
に質問することが大切です。

【指定教科書】
　なし
　

【参考書等】
文部科学省・厚生労働省・内閣府「幼稚園教育要領、保
育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要
領」（チャイルド本社）、「保育小六法」

Subject :  Principles  of  Education  

15 生涯学習社会における教育
生涯学習理念の誕生、生涯学習時代の教育制度、
社会教育と生涯学習の現代的課題

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）
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保育内容をとらえる視点　（五領域との関連、環境など）

幼児教育の変遷　（幼稚園教育要領・保育所保育指針）

2 さまざまな教育課程 教育課程の必要性　（指導計画の特徴・種類・役割など）

3 指導計画のＰＤＣＡサイクル

4 教育課程・保育課程の意義 幼稚園・保育所の生活と幼児理解（幼児の育ちを読み取る）

5 指導計画の構成

6 教育課程・保育課程の歴史

7 教育課程と保育課程 幼稚園における教育課程、保育所における保育課程

8 指導計画の実際 ① 指導計画作成のポイント　（配慮すべき事項）

9 指導計画の実際 ② 0、1、2歳児の指導計画

10 指導計画の実際 ③ 3歳児以上の指導計画

14 指導計画作成の実践 ② 教育実習に向けて

11 指導計画の実際 ④ 協同性の育ちをとらえた指導計画

12 小学校との連携 アプローチカリキュラムとスタートカリキュラム

13 指導計画作成の実践 ① 明日につながる指導計画　（日案、週案の作成）

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

Subject : 　Generalities  of　Curricuram  

授業科目名 担当教員名

教育課程総論
（保育課程論）

◇　德永　良枝

15 教育課程・保育課程の見直し 評価と改善、教育課程・保育課程の再編成

【準備学習（予習・復習）】
（予習）授業計画に従い、テキストの該当単元を熟読してきて下さい。
（復習）授業の振り返りで各自の疑問や課題を明確にし、講義資料やテキストを復習の上、目的意識をもって次の授業に出席して下
さい。

【指定教科書】
　松村 和子　近藤 幹生　椛島 香代　著「教育課程・保育課程を学ぶ」（な
なみ書房）
　

【参考書等】
「幼稚園教育指導資料　第１集、第３集、第５集」
「幼稚園教育要領解説」　　（文部科学省）

　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 保育学科　No.35

□　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

１年次□前期　２年次□前期
　　　　■後期　　　　　□後期

教育課程及び指導法に関する科目
施行規則に定める

科目区分又は事項等

必修　１
選択　2

担当形態

単独

科目（区分） 教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

保育士の資格取得のための
必修科目

【学生に対する評価】

　定期試験　　　　 　 60％
　レポート　　　　　  　25％
　授業への参加度　 15％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
  ・一人ひとりの育ちを保障する保育とは何かを理解し、保育の基本について学ぶ。
  ・保育における計画の必要性について、ＰＤＣＡを通して理解を深める。
  ・教育および保育課程の意義とその編成方法について理解し、実践を想定しながら指導計
画を作成する基本を学ぶ。

　

　

【授業の概要】
　 乳幼児の生活を充実させ、発達を促すための保育、その基本となる教育課程や保育課程
とはどのようなものかを学びます。さらに、指導計画作成について、理論と実践の面からアプ
ローチしていきたいと思います。
　

　

保育のねらいと内容　（教育と養護）保育の基本1

　内　容テーマ回数

教育課程・保育課程の循環性　（保育の流れと指導計画）
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思考の発達、表出能力の発達

発達障害の概念と種類、子どもが抱える大変さ

2 教育と心理学 教育の場で有用となる心理学的知識、日本の教育

3 発達段階と発達課題

4 認知機能の発達 感覚器の発達、認知の発達

5 思考の発達

6 発達障害

7 発達障害への支援の考え方 障害の特徴に合わせた支援、学びを支える

8 パーソナリティ パーソナリティの考え方、個性・特徴を知る

9 学習 ① 学習理論、古典的条件付け、レスポンデント条件付け

10 学習 ② 観察学習・モデリング、自己強化

14 評価 学習の評価、やる気の仕組み、レジリエンス

11 知能 ① 知能の発達と仕組み、知能の捉え方

12 知能 ② 知能検査、知能検査の結果の扱い

13 動機づけ 動機づけの種類、動機づけの活かし方

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

Subject :  Educational Psychology 

授業科目名 担当教員名

教育心理学 山脇　寛子

15 まとめ PDCAサイクル、授業のまとめ

【準備学習（予習・復習）】
（予習）各回の講義内容に目を通し、関連する事柄や問題に関して自ら調べる等の取組みを行いましょう。
（復習）授業で配布した資料に再度目を通して気付きや疑問等を整理し、次の学びへ繋げましょう。

【指定教科書】
　なし

【参考書等】
文部科学省・厚生労働省・内閣府「幼稚園教育要領、保
育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要
領」（チャイルド本社）

　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  保育学科　No.36

□　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
□　資格科目

開　講　時　期

１年次■前期　２年次□前期
　　　　□後期　　　　　□後期

教育の基礎理論に関する科目
施行規則に定める

科目区分又は事項等

必修　2
選択　１

担当形態

単独

科目（区分） 教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

保育士の資格取得のための
選択科目

【学生に対する評価】
　
  定期試験　　　　 　50％
　授業への参加度　50％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・幼児期及び児童期の心身の発達に関する理論を理解し、関心を深める。
　・各発達段階における運動・言語・認知・社会性の発達について理解する。
　・幼児期の遊びや生活の中で育つ人と関わる力の発達について、教師との関係、幼児との
関係、集団の中での育ちを観点として説明できる。
　・学習活動を支える指導の基礎や学習評価について理解する。

　

【授業の概要】
　この授業では、子どもの心身の発達及び学習の過程について基礎的な知識を身に付けま
す。各発達段階における心理的な特性を理解し、発達段階に即した関わりや学びを支える
ための基本的な考え方についても学びます。
　

授業概要説明、教育心理学とはオリエンテーション1

　内　容テーマ回数

各種発達段階説、発達段階・課題に応じた学び
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【学生に対する評価】
　
　定期試験　　　　　 50％
　レポート　　　　　　 20％
　授業への参加度　30％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・領域「言葉」に記された事項について理解を深める。
　・保育現場で基本となる「言葉」によるコミュニケーション力を高める。
　・子どもの「言葉」に関する発達を理解し、発達・個性に応じた言葉かけについて考察す
る。
　・子ども・子育て支援に関するコミュニケーションについての関心を高める。
　

　

【授業の概要】
　「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の領域
「言葉」について学び、実践力を高めることを目標とします。乳幼児期における「言葉」による
コミュニケーションについて学び、総合的な指導・援助を行うための基礎力を高めるためス
ピーチ、絵本読み、文章作成などを行います。

「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」に記された領域「言葉」に
ついて学ぶ。

はじめに　―領域「言葉」について―1

　内　容テーマ回数

コミュニケーションの基礎である「発信者」と「受け手」の役割につ
いて理解し、各々に相応しい態度について考える。

　　　平成30年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   保育学科　No.37

□　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

１年次□前期　２年次□前期
　　　　■後期　　　　　□後期

教育課程及び指導法に関する科目
施行規則に定める

科目区分又は事項等

 必修
 選択　2

担当形態

単独

科目（区分） 教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

保育士の資格取得のための
必修科目

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

Subject :   Expression in language ｏｆ Nursery field

授業科目名 担当教員名

言語表現 金　銀英

15 まとめ　―保育者と言語表現―
子ども・子育て支援に必要な保護者・地域住民とのコミュニケー
ションについて考える。

【準備学習（予習・復習）】
（予習）幼稚園教育要領、保育所保育指針などの領域「言葉」に関する記述を熟読し、日頃から絵本に親しみましょう。
（復習）授業時に配布した資料や自分で記したノートを熟読しましょう。適宜、文章作成の課題を出します。

【指定教科書】
　なし
　

【参考書等】
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領　幼稚園教育
要領　保育所保育指針」（チャイルド本社）、田上貞一郎
「保育者になるための国語表現」（萌文書林）

14 領域「言葉」と児童文化財②　―絵本読み― 保育現場で「絵本読み」を行うことを前提に実践練習を行う。

11 保育現場の口頭表現②　―実践練習―
保育現場で行われる保護者説明・面談等を想定した実践的練習
を行う。

12 乳幼児期における言葉の発達
乳幼児期における言葉の発達を学び、発達に応じた言葉掛けに
ついて考察する。

13 領域「言葉」と児童文化財①
領域「言葉」に関する児童文化財・教材について学び、その役割
について考える。

9 保育現場の口頭表現①　―職場内での表現―
保育現場で必要な社会的な口頭表現（敬語・応対表現）につい
て学ぶ。

10
保育現場の口頭表現②
　　―保護者等への表現―

保育現場で行われる保護者説明・面談等を想定した言葉掛けに
ついて理解する。

7 保育現場における感想・考察文
保育現場で作成する必要がある感想・考察に関する文章につい
て学び、表現方法について実践的な試行を行う。

8 保育現場における書面（文章）伝達
保育現場で作成される書類について学び、表現方法について考
える。

5 「話し言葉」と「書き言葉」

6 保育現場における日誌・記録作成

日誌・記録等に相応しい言語表現を学び、日常の「話し言葉」と
の違いを理解する。
日誌・記録の特性を理解し、記入方法について実践的な試行を
行う。

2 領域「言葉」と他領域との関係
他領域における「言葉」の関係について学び、言語環境と状況観
察について考える。

3 コミュニケーションとは　―発信者と受け手―

4 コミュニケーションとＴＰＯ
｢場」に応じたコミュニケーションの方法を理解し、現場の「言葉掛
け」について考える。
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【学生に対する評価】

　定期試験　　　　　　60％
　授業への参加度　 20％
　発表内容　　　　　　10％
　楽譜製本　　　　　　10％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・幼児期の音楽的発達段階を認識し、保育をするための身体運動の基礎を身に付ける。
　・リズム運動の音楽的教養を高める。
　・実習における導入部を発表し、さらに指導方法を身に付ける。

　

　

【授業の概要】
　この授業では幼児教育において必須とさえなってきているリトミックを学びます。保育士（指
導者）になる上で最も必要とされるリズム運動の基礎を体感し身に付けていきます。さらに音
楽を表現できる歌唱や楽器を身体の動きにとり入れて実践していきます。毎時間、動きやす
い服装で臨んで下さい。
　

幼児の音楽的な発達段階について幼児と音楽1

　内　容テーマ回数

ダイナミクスとテンポ

　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  保育学科　No.38

□　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

１年次□前期　２年次□前期
　　　　■後期　　　　　□後期

教育課程及び指導法に関する科目
施行規則に定める

科目区分又は事項等

必修　１
選択　1

担当形態

単独

科目（区分） 教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

保育士の資格取得のための
必修科目

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

Subject : 　Musical  Expressions　Ⅰ  

授業科目名 担当教員名

音楽表現Ⅰ ◇　前田　知子

15 パネルシアター ③ こどもの歌を題材として発表する

【準備学習（予習・復習）】
（予習）常日頃から絵本やこどもの歌にふれ、どんな教材があるか調べるなど自習しておきましょう。また事前に出た課題曲は必ず練
習しておきましょう。
（復習）本時のねらいが達成できているかその日のうちに実践し、難点があれば次回までに解決できるよう確認しておきましょう。

【指定教科書】
　なし

【参考書等】
「1～5歳のかんたんリトミック」(ナツメ社)
「なかよしあそびうた」（ドレミ楽譜）

14 パネルシアター ② こどもの歌を流れる絵にし、歌いながら表現する

11 絵本の読み聞かせ ① 絵本を読みながら歌をとり入れる

12 絵本の読み聞かせ ② 絵本を読みながら効果音をとり入れる

13 パネルシアター ① こどもの歌を流れる絵にし、歌いながら表現する

9 即興演奏 ① 即興演奏の基本

10 即興演奏 ② 効果音(声、楽器で表現)

7 幼児歌曲 ① 身体、ことば遊びをとり入れたこどもの歌

8 幼児歌曲 ② 季節の歌

5 リトミックの基本 ④

6 幼児のリトミック

リズムパターン

模倣活動、退時反応

2 リトミックの基本 ① ビート(拍)、言葉に合わせてリズム打ち

3 リトミックの基本 ②

4 リトミックの基本 ③ 拍子
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【学生に対する評価】
　
　定期試験　　　　　 60％
　授業への参加度  10％
　作品提出　　　　　 30％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・幼児の造形による表現活動を理解する。
　・保育者の基礎技術としての造形表現を習得する。
　・幼児教育としての造形表現の指導方法を身に付ける。

【授業の概要】
　この授業では、幼児の造形による表現活動への関心を高めます。保育者に必要な基礎技
術として、造形表現技術を身に付けていきます。また、幼児教育としての造形表現指導につ
いても学びます。

「造形表現Ⅰ」についてオリエンテーション「造形表現Ⅰ」について1

　内　容テーマ回数

幼児の造形で使用できる造形材料について

　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 　　　　 保育学科　No.39

□　一般教育
■　専門科目
■　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

１年次■前期　２年次□前期
　　　　□後期　　　　　□後期

教育課程及び指導法に関する科目
施行規則に定める

科目区分又は事項等

 必修　1
 選択

担当形態

単独

科目（区分）   教職に関する科目
教員の免許取得のための

必修科目

保育士の資格取得のための
必修科目

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

Subject :   Technique of Plastic Arts Ⅰ

授業科目名 担当教員名

造形表現Ⅰ 堀尾　昇平

15 造形表現演習　まとめ モダンテクニック作成について発展性を考察する

【準備学習（予習・復習）】
（予習）各種描画材料を用意するとともに、その使用方法について学んでおきましょう。
（復習）習得した技術の活用方法を考えましょう。

【指定教科書】
　花篤實・岡田吾「新造形表現　理論・実践編」（三晃書房）

【参考書等】
　なし

14 造形表現演習　⑨ モダンテクニック作成作品発表

11 造形表現演習　⑥ モダンテクニック（マーブリング等）

12 造形表現演習　⑦ モダンテクニック（合わせ切り等紙工作）

13 造形表現演習　⑧ モダンテクニック（版画各種等）

9 造形表現演習　④ モダンテクニック（スクラッチ等）

10 造形表現演習　⑤ モダンテクニック（フィンガーペインテイング等）

7 造形表現演習　② モダンテクニック（デカルコマニー等）

8 造形表現演習　③ モダンテクニック（フロッタージュ等）

5 幼児画の鑑賞と評価

6 造形表現演習　①

幼児画の鑑賞、その特徴と評価の方法

モダンテクニック（筆ふり・吹き流し等）

2 造形表現の原理 幼児の造形にみる発達表現について

3 造形表現の材料

4 表現材料の使用方法 保育者としての表現材料の使用方法と指導法
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ライフステージと心の元気づくり

子どもや高齢者の心の元気づくり

2  レクリエーションの基礎理論　② レクリエーション・インストラクターの2つの役割

3  レクリエーションの基礎理論　③

4  レクリエーションの基礎理論　④ 楽しさをとおした心の元気づくりの理解

5  レクリエーションの基礎理論　⑤

6  レクリエーションの基礎理論　⑥

7  レクリエーションの基礎理論　⑦ 心の元気と地域のきずな

8  レクリエーション支援論　① 地域のきずなづくり

9  レクリエーション支援論　② 子どもを育む地域のきずな

10  レクリエーション支援論　③ 高齢者を支える地域のきずな

14  レクリエーション事業論　② 自主的・主体的に楽しむ力を育む理論

11  レクリエーション支援論　④ きずなづくりとレクリエーション

12  レクリエーション支援論　⑤ コミュニケ―ションと信頼関係づくりの理論

13  レクリエーション事業論　① 良好な集団づくりの理論

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

 Subject : 　Theory of Recreation and leisure Services

授業科目名 担当教員名

レクリエーション概論
　

◇　沖村　文子
　　　　　　　　　　　他

15  レクリエーション事業論　③ まとめ

【準備学習（予習・復習）】
（予習）体力をつけるために体調を整え規則正しい学生生活をしましょう。
（復習）学習を深めるためにキャンプ実習を３日間行います。

【指定教科書】
「楽しさを通した心の元気づくり」（日本レクリエーション協会）
　

【参考書等】
　なし

　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   保育学科　No.40

□　一般教育
■　専門科目
□　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

１年次■前期　２年次□前期
　　　　□後期　　　　　□後期

施行規則に定める
科目区分又は事項等

 必修　１
 選択　2

担当形態

複数

科目（区分） レクリエーションインストラクター資格に関する科目
教員の免許取得のための

選択科目

保育士の資格取得のための
選択科目

【学生に対する評価】

　レポート　　　　 　　　60％
　授業への参加度　　40％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・保育者としてレクリエーション資格を目指し、多種多様にわたるレクリエーション活動の意
義と活用を考える。
　・保育活動におけるレクリエーションの基礎理論、指導の理論、組織の経営論、サービス論
等を学ぶ。
　・日本レクリエーション協会公認、レクリエーション資格取得を目指す。

【授業の概要】
　レクリエーション概論では、地域社会や職場、福祉、医療、教育等あらゆる分野と領域にお
いて幅広い活動があることを学びます。人間性豊かなレクリエーション・リーダーとなるために
基本から現場での知識・技術を学びます。
　

レクリエーション支援とは レクリエーションの基礎理論　①1

　内　容テーマ回数

楽しさをとおした心の元気づくりと対象者の心の元気
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チェック

アイスブレーキングについて

プログラミングの原則

2 コミュニケーション・ワーク　② ホスピタリティトレーニング

3 コミュニケーション・ワーク　③

4 コミュニケーション・ワーク　④ 非言語コミュニケーション

5 コミュニケーション・ワーク　⑤

6 コミュニケーション・ワーク　⑥

7 コミュニケーション・ワーク　⑦ アイスブレーキング・モデルの実際

8 コミュニケーション・ワーク　⑧ 実技演習

9 目的に合わせたレクリエーション・ワーク　① 目的に合わせるとは

10 目的に合わせたレクリエーション・ワーク　② 素材・アクティビティの選択と枠組み

14 対象に合わせたレクリエーション・ワーク　③ 環境設定

11 目的に合わせたレクリエーション・ワーク　③ 素材・アクティビティの提供

12 対象に合わせたレクリエーション・ワーク　① 対象者に合わせるとは

13 対象に合わせたレクリエーション・ワーク　② アレンジの技術

定期試験 　実施しない　・　実施　（実技 ・ 筆記 ・ 口頭試問 ・ 発表 ・ 課題提出 ・ その他）

単位数

 Subject : Seminar on Recreation and Leisure Services

授業科目名 担当教員名

レクリエーション演習
◇　沖村　文子

　　　　　　　　     他

15 総合演習 実技の実践と指導方法

【準備学習（予習・復習）】
（予習）身の周りにあるレクリエーション材について情報を集めましょう。
（復習）学びを生かすための現場実習（あそびの日：春、あそびの広場：秋）での実践があります。

【指定教科書】
「楽しさを通した心の元気づくり」（日本レクリエーション協会）

【参考書等】
　なし

　　　平成３０年度　授　業　計　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 保育学科　No.41

□　一般教育
■　専門科目
□　教職科目
■　資格科目

開　講　時　期

１年次□前期　２年次□前期
　　　　■後期　　　　　□後期

施行規則に定める
科目区分又は事項等

 必修　１
 選択　2

担当形態

複数

科目（区分） レクリエーションインストラクター資格に関する科目
教員の免許取得のための

選択科目

保育士の資格取得のための
選択科目

【学生に対する評価】

　授業への参加度　20％
　実技試験　　　　　 80％

【授業計画】

【授業のテーマ及び到達目標】
　・実技の多様な実践、指導方法と指導技術の理解等を習得する。
　・健康で楽しいライフスタイルを築いていきたいと願う人間の指導者および援助者となるた
めの意欲を高める。
　・日本レクリエーション協会公認、レクリエーション資格取得を目指す。

　

【授業の概要】
　概論での学びを現場で実践するための具体的な活動を学びます。また、リーダーとしての
聴き方・伝え方・観方などを具体的に学びます。

　

ホスピタリティとはコミュニケーション・ワーク　①1

　内　容テーマ回数

ラポート形成について


